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　大きな感動と多くのドラマを残した昨年の京都国体。あの国体成

功に向け高められたエネルギーを再結集しようと、10月14日出･ 15

日(日)に京都府の主催で､｢府民祭典・アンコール国体｣が開かれます。

メーン会場の太陽が丘では､スポーツ､音楽など多彩なイベントが。

また、文化・ふれあい・健康広場など幅広い人が参加し楽しめる催

し会場も設置されます。入場は無料。秋空の下、楽しい一日をお過

ごしください。なお、当日は車でのご来場はご遠慮ください。
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〈会場配置図〉

▲きれいな街づくりをよびかける池本市長

　(左から２人目)ら

みんなの手で
快適な環境づく
り◆京阪宇治駅前で街頭キャンペーン

　
　
「
ク
リ
ー
ン
な
街
つ
く
り
に
ご

協
力
を
」
－
↓
諾
…
を
は
に
あ
三

市
三
町
で
構
成
す
る
酒
如
週
間
実

行
委
員
会
で
は
、
清
掃
迎
間
中
の

九
月
二
十
五
日
、
午
前
七
時
十
五

分
か
ら
京
阪
宇
治
駅
前
で
、
敗
乱

ゴ
ミ
追
放
な
ど
を
呼
び
掛
け
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
街
か
黄
し
ぐ
す
る
に
は
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。
次
の

こ
と
を
心
掛
け
、
み
ん
な
で
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

い
〉
ゴ
ミ
は
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な

　
い
も
の
に
分
け
、
分
別
収
災
に

　
ご
協
力
を
。

▽
生
ゴ
ミ
は
水
を
切
り
、
瓶
類
は

　
店
に
返
す
な
ど
し
て
、
ゴ
ミ
の

　
減
量
を
。
　
（
清
掃
事
務
所
）

行
政
相
談
所
を
開
設

1
0
月
1
9
日

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相

談
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
そ
の
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め

呉
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
十
月
十
九

日
團
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
丑
７
　

イ
セ
ン
タ
ー
で
行
政
相
談
所
を

開
設
。
国
や
府
・
市
を
は
に
め
、

Ｊ
Ｒ
．
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
団
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
ご
意
見
や
苦
情
、

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
公

共
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
行
政

行政相談委員（敬称･SI

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、

ご
要
望
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
国
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が

秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
。

　
い
つ
で
も

　
　
気
軽
に
相
談
を

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
、

毎
月
第
三
木
曜
日
に
行
政
相
談

委
員
に
よ
る
行
政
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
京

都
行
政
監
察
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務
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京
都
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区
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西
洞
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入
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・
Ｓ
０
７
５
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や
、
次
の
行
政
相
談
委
員
の
自

宅
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
欠
　
（
広
報
課
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宇
治
市
議
会
は
十
月
三
日
、
九

ご
　
月
定
例
会
の
本
会
議
で
、
収
入
役

。
・
。
に
北
限
‥
郎
「
ほ
う
じ
ょ
う
よ
し

」
　
お
）
さ
ん
、
監
査
委
い
に
中
本
三

。
男
（
な
か
ち
と
み
つ
お
）
さ
ん
か
逗

－
任
同
意
、
教
可
委
い
に
岩
本
昭
造

い
（
い
わ
も
と
し
ょ
う
そ
う
）
さ
ん
を

し
任
命
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
北
條
収
入
役
と
中
本
5
s
=
査
委
員

　
は
九
日
に
再
任
、
岩
本
教
育
委
0

1
1
1
　
　
　
は
十
二
日
に
教
育
長
に
再
任
三

‐
期
目
）
さ
れ
ま
す
。

‥
　
　
選
任
さ
れ
た
三
人
の
硲
肪
一
は
、

一
　

次
の
と
お
り
で
す
。

北條吉郎収入役

北
條
吉
郎
収
入
役

　
五
十
九
歳
。
昭
和
二
十
九
年
三

月
立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業
、
二

十
元
年
七
月
京
都
市
に
勤
務
、
総

務
に
秘
Ｊ
‥
課
主
幹
、
市
民
相
談
室

広
報
課
長
、
経
済
局
消
費
経
済
課

長
、
聚
凪
区
区
民
川
談
座
長
。
上

京
区
主
税
長
、
伏
見
区
深
草
支
所

主
税
長
を
歴
任
、
六
十
年
九
月
京

都
市
か
退
職
、
同
年
十
月
宇
治
市

収
入
役
に
就
任
。
木
幡
南
山
一
三

上
一
六
に
在
住
。

岩本昭造教育長

岩
本
昭
造
教
育
長

　
六
十
一
歳
。
昭
和
二
十
二
年
三

月
府
立
農
林
専
門
学
校
卒
業
、
二

十
二
年
四
月
京
都
府
に
勤
務
、
府

立
医
科
大
学
付
属
病
院
医
事
課
長
、

府
山
城
教
育
局
長
、
府
労
働
経
済

研
究
所
長
を
歴
任
、
五
土
八
年
十

月
京
都
府
を
退
職
、
同
月
宇
治
市

教
育
長
に
就
任
。
伊
勢
田
町
蔭
田

Ｔ
九
〇
に
在
住
。

中
本
二
男
監
査
委
員

　
六
十
九
歳
。
昭
和
十
三
年
府
立

木
津
農
学
校
卒
業
、
二
土
〈
年
九

月
宇
治
市
に
勤
務
、
市
民
経
済
部

長
、
民
生
部
長
、
市
民
部
長
、
水

道
部
長
を
歴
任
、
五
十
五
年
三
月

宇
治
市
夕
退
職
、
同
年
四
月
か
ら

六
十
年
五
月
ま
で
市
水
道
事
業
管

理
者
、
同
年
十
月
宇
治
市
監
査
委

員
に
就
任
。
伊
勢
田
町
中
山
一
四

⊥
ハ
に
在
住
。

1
0
月
1
5
日
か
ら
行
政
相

談
週
間

北
條
収
入
役
を
再
任

　
　
教
育
長
・
監
査
委
員
も

10月14・15日

太陽が丘などで　府民祭典

・アンコール国体

　市議会

9月定例会

｜

｜
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公民館まつりだ！

木幡第1部は10月14･15日　広野は10月21・22日

　
・
第
九
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
を

三
部
構
成
で
開
催
し
ま
す
。

　
十
月
十
四
日
出
、
十
五
日
間
は

第
一
部
を
下
表
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
季
節
感
あ
ふ
れ
る
植
物
を

展
示
す
る
ほ
か
、
講
演
会
や
お
茶

席
、
ク
ラ
フ
ト
も
行
い
壽
子
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
、
ご
家

族
ご
近
所
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
二
日
間
に
は

第
二
部
（
つ
ど
い
・
カ
ラ
オ
ヶ
大

会
・
模
擬
店
）
を
、
十
八
日
出
と

十
九
日
㈲
に
は
第
三
部
（
各
種
作

木幡公民館まつり第I部の日程表

日時 催　し　物

u /14巾

　　･ 15(目)

9:00-16:(X
山野V:・141芸植物展

10/'14出

14:110～15:30

溝演会
　テーマ高齢化社isの男･女
　講帥･ 京都大学講帥
　　　　　今日要道さん

　10/15(目)

Ill:00～15:00
お茶席
　　一席　2 0I)円

I0/15(目)

13:00-15:0(

楽しいクラフト

　・ちぎ')絵コースター250円

　・バッチワーグなべっかみ

　　当日､S.S用具持参　300円

　･irうしのブローチ　250円

　・その他

品
展
示
・
模
擬
店
）
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
第
三
部
へ
の
出
品
募

集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲大人も子供も、だれでもつくれる楽

　しいクラフト（昨年の同まつり）

　
・
▼
募
集
作
品
…
絵
画
、
手
工
芸

品
な
ど
（
一
人
一
点
）
▼
応
募
資
格

・
：
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、

ほ
か
に
発
表
の
場
の
な
い
人
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
：
狗
月
2
1

日
出
ま
で
に
、
木
幡
公
民
館
（
木

幡
内
畑
3
4
の
７
・
豊
⑩
8
2
9
0
）

へ
。
　
　
　
・
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
出
演
団
体
を
募
集

　
士
月
二
十
六
日
㈲
、
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
で
、
十
二
月
十

七
日
間
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
・
小
ホ
ー
ル
で
「
第
十
回
人
形

劇
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル
」
夕
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
人

形
劇
・
影
絵
・
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
絵

本
・
民
俗
芸
能
・
合
奏
・
合
唱
な

　
　
　
Ｉ

ど
、
児
童
文
化
の
向
上
舎
柚
し

て
活
動
す
る
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

グ
ル
ー
プ
が
練
習
の
成
果
を
発
表

し
、
相
互
の
交
流
夕
深
め
る
と
と

も
に
、
市
民
に
広
く
紹
介
す
る
も

の
で
す
。

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
出
演
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
和
太
鼓
教
室

　
和
太
鼓
の
音
は
、
日
本
人
の
心

の
ひ
び
き
。
昔
か
ら
、
日
々
の
暮

ら
し
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
「
宇
治
川
太
鼓
」
を

う
ち
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
5
日
困
～
1
2
月

６
日
出
の
毎
水
曜
（
た
だ
し
、
Ｈ
月

2
2
日
出
は
除
く
）
、
い
ず
れ
も
午
後

７
時
～
９
時
。
ま
た
、
1
2
月
1
7
日

面
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ー
ハ
ル
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
演
の
全
７
回

▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
・
在
勤
の
1
8
歳
以
上

の
初
心
者
で
、
７
回
と
も
出
席
で

き
、
和
太
鼓
の
公
民
館
サ
ー
ク
ル

で
活
動
で
き
る
人
▼
定
員
…
2
0
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

教
材
費
・
：
千
円
（
ぱ
ち
代
）
▼
指
導

・
：
中
条
陽
子
さ
ん
［
太
鼓
セ
ン
タ

］
▼
申
し
込
み
・
：
1
0
月
1
4
日
出

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
（
折
居
台

１
丁
目
Ｉ
・
容
⑩
1
4
1
1
）
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
。
ま
た
は
、

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
盈
明
記

し
、
1
5
日
間
必
沓
で
同
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
を
開
章
ま

す
。
だ
れ
で
も
目
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

　
▼
と
亭
：
1
0
月
2
2
日
㈲
、
午

前
1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
…
伊

勢
田
小
学
校
▼
内
容
・
：
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
参

加
費
…
無
料
▼
準
回
皿
・
：
上
靴

▼
そ
の
他
・
・
・
雨
天
の
場
合
は
室

内
種
目
の
み
実
施
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
市
民
体
育
課
へ
。

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　
指
導
者
養
成
講
習
会

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活

発
化
に
伴
い
、
市
民
の
二
Ｉ
ズ

に
こ
た
え
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
に
、
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
を

－

―

－

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

―

絵
本
作
家
の
講
演
会

　
絵
本
づ
く
り
を
と
お
し
て
み
え

て
き
た
子
供
の
世
Ｗ
や
想
い
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
子
育
て
を
考
え

ま
す
。

　
Ａ
Ｗ
t
)
-
2
0
月
2
0
日
宙
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
講
師
・
：
梅
田

俊
作
さ
ん
（
絵
本
作
家
・
代
表
作

に
「
が
ま
ん
だ
が
ま
ん
な
え
ち

っ
ち
」
、
「
お
や
っ
が
ほ
Ｉ
い
、
ど

っ
さ
り
ほ
い
」
な
ど
多
数
）
▼
テ
ー

了
・
「
絵
本
で
っ
く
る
子
育
て
」
▼

参
加
費
…
五
百
円
（
資
料
代
）
▼
申

し
込
み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

保
育
室
あ
り
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ

…
宇
治
児
童
文
庫
連
絡
会
・
吉
永

咲
子
ｙ
｛
ん
（
豊
⑩
5
3
1
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

開
き
未
丁
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と

お
り
、
時
間
は
午
後
７
時
半
～

９
時
半
（
1
4
日
㈹
は
午
後
７
時

～
）
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
で

地
域
の
団
体
で

体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
を
し

て
い
る
人
、
及

び
指
導
者
を
目

指
し
て
い
る
人

▼
。
受
講
料
…
二

千
円
（
資
料
代

な
ど
）
▼
定
員

…
5
0
人
▼
申
し

込
み
・
：
1
0
月
3
1

日
㈹
ま
で
に
市

民
体
育
課
へ
。

た
だ
し
、
定
員

に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

　
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た

め
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
」
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
ｎ
月
1
9
日
間
、
午

前
１
時
半
受
け
付
け
（
小
雨
決

行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
陸

上
競
技
場
▼
コ
ー
ス
・
：
太
陽
が

丘
園
内
▼
種
目
・
距
離
…
左
表

の
と
お
り
▼
参
加
規
定
上
役

の
部
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
で
、
同
好
会
・

同
一
学
校
・
同
一
職
場
な
ど
の

チ
ー
ム
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
0
月
2
5

日
困
（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
で
市
民
体
育
課
（
〒

6
1
1
宇

治
琵
琶
4
5
）
へ
。

・スポーツ指導者養成講習会の日程表体育

川　卜 内　　　　容 講　帥

11／７
　(ｊ心

開　溝　式

スポーツ技術論
京都教育人学教授
　n原　弘嗣さん

11/14
　(■≪

スポーツW故と救急処置

　り押7を冴む)
以乱教町人学助教t-J
　山際　哲人さん

11/ 15
　I'K)

現代it会とスホーツ

ースホーツ指今昔の任務と役割－

･μ1;教育人乍助教t-l

　杉本　厚夫さん

1レ17
　(a

梵介兄辻論
京川人学tilmi

　中村柴人郎さん

11/21
　(≪

スポーツと運動処li
京郎教fr人学教仁
　ｙ川　:ttii;さん

閉　講　式

会員になりませんか

　
対
象
は
六
十

歳
以
上
の
退
職

者
な
ど
で
、
臨

時
的
・
短
期
的

な
仕
事
に
従
事

し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
人
生
経
験
や

職
業
経
験
を
生

か
し
、
会
員
に

な
っ
て
み
ま
せ

　
宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
生
載
印
い
奎
允
実

さ
せ
る
た
め
に
、
働
く
意
欲
の

あ
る
人
か
募
集
し
て
い
未
了
。

ん
か
。
お
気
軽
に
、
ご
入
会
く

だ
さ
い
。

　
　
仕
事
の
提
供
も

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
仕
事
の
提
供
も
受

け
付
け
て
い
ま
で
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
事
業
所

で
、
次
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
〈
仕
事
の
種
類
》

市民駅伝競走大会の種目・距離表

り

科　別 １区 2 l< ３区 ４区 ５区

休ft;の部 1
.5km
　I 刄） 1.51　(it) 1

.5km
. (f3)

1 ．r,km
　I な）

1．5tm
　叫)

一一

般

男i･の部 1 ．≪㎞ 1 .8U 1 ．8kin 1 .8km 1.8Lm

女r･の部 1.5 km 1 .5lm 1 .5km 1 .5kra １．５ｋｍ

　
襖
（
ふ
す
ま
）
張
り
、
障
子
張

り
、
毛
筆
、
あ
て
名
書
き
、
植

木
の
剪
（
せ
ん
）
定
、
屋
内
外
の

軽
作
業
、
一
般
経
理
事
務
、
家

事
手
伝
い
、
簡
単
な
入
工
、
左

官
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
屋
内
外
の

清
掃
・
除
草
な
ど
。

　
〈
申
し
込
み
・
連
絡
先
〉

　
㈲
宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
よ
宇
治
東
内
3
6
－
５
・
容

⑩
1
7
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

1034

　
広
野
公
民
館
で
は
、
十
月
二
十

一
日
出
と
二
十
二
日
間
の
二
日
間
。

第
三
回
広
野
公
民
館
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
深
め
ぷ
つ

地
域
の
連
帯
」
で
、
広
野
公
民
館

で
活
動
す
る
団
体
な
ど
を
中
心
に

地
域
住
民
の
交
流
と
親
睦
か
深
め

る
の
が
目
的
で
す
。
実
行
委
員
会

は
、
公
民
館
サ
’
‐
‐
’
ク
ル
だ
け
で
な

く
、
地
域
内
の
各
自
治
会
・
婦
人

会
嘉
暑
会
・
体
育
振
興
会
・
育

友
会
な
ど
で
構
成
。
活
力
あ
る
ふ

ふれあいから連帯の輪が

（昨年の同まつり）

る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
か
目
指
し

ま
す
。

　
日
程
・
内
容
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
皆
μ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
問
い

合
わ
せ
・
模
擬
店
前
売
券
の
お
求

め
は
、
広
野
公
民
館
（
広
野
町
寺

山
1
7
・
ａ
㈲
7
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
ひ
ろ
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　
女
性
が
男
性
と
平
等
な
立
場
で
、

社
会
の
分
野
に
参
加
す
る
奨
昂

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
女

性
の
生
章
刀
、
暮
ら
に
函
多
考
え

ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
下
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館
▼

対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

▼
定
員
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
実
習

費
：
八
百
円
▼
保
育
…
満
２
歳
以

上
の
幼
児
1
5
人
ま
で
。
お
や
つ
代

二
百
五
十
円
か
必
要
。
希
胡
手
る

人
は
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
▼
申

し
込
み
…
広
野
公
民
館
（
ａ
＠
7

4
5
0
）
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

広野公民館まつりの日程・内容表

11 日 時　間 内　　　　　　容

宛
八

j'‘

似

の
広
鳩

溝
演

映
画
の
部

1(121
　巾

11

12

30～12:0(1

00～12:2し

・開会式
■ff外演奏,i町中''r佼ブラスバンド部

13 : ㈲

～16: 開

・サーク･し兌λの部．

　II 阿■A吟■ fed!･y;が公一尺謡■尺附･ 吃it謡

　謡曲・ヨーが・コーラス・人極拳･ 人l＼と琴・

　広野婦人会・人ｸ､ぼ小ずf友会

Id:川～】り:30 ■野外コンサート　宇治ｙディーブイ･しハーモ二ー

ISI:3U～21ﾆ31・カラオヶ大公歌謡サークル・筑前琵琶・-･般

1(122
　闘

Ill：ＯＯ

～12：開

・文化講演会

　テーマ「’ﾄﾞ成新時代を迎えての社会と/v間関係」

　　　講ill)　宇ifi柚ifll園理参li
　　　　　　　杉本-.. 義さん

13：凶-14： 15

・映画会　剌映1由i 'ぽくの熊おじさん」

　　　ァニノーッョン■■おこんじiうるりｊ

14 : IS

～16: O|｝

・r皿の広場

　　遊V-:n コ―十--

　　竹鉄砲・おr- ＼-'>くり・fl'lliii口■.･ 輪なけなど

゜み’んなて楽しく体を動かそう

　~7 *
ークダン乙・エアロビクフ、

・みんなi ft-に　f-J.

＼ . ■ ｣ ｀ 、

の 氾

1(1 21巾 13:いo－16:00 俳句・絵画･ り道・1*|i'i■絵史紗■ 琴ifl・L-'iC焼

T-織')・ｆ芸・水墨画・水彩画10 21111)Ill:｜|～16:OD

膜
挺
店

Ill21
　出
12）ト15:30

うどんに㈹円･、おてんり}o円ｊ

コーヒーぶ闘'll.ぜんぎい(2川円ヘ

ジュー7,(10(1円),ラムネil(叫川

10ﾌﾞ22
　㈲

1(1:llヽ15:30
うどん、おてん、コーヒー、やきそば(m叩り

ぜんさ｀い、ジュー晟,ラムtヽ

ひろの女性セミナーの日程・内容表

肌| 時川 テーマ・内容 講　帥

l(l‘27
　削

9:5(1-12:叩
開講式・1- 'Jエンテーション

' Kyc.のあけliのフラン』より

公尺館長

¢i少年婦人課員H

11 1
HO

9:311～l.'i:311
育ち盛り・働ききりの健m食■It

　(Siもできる調理と試食)

栄養I･

　藤原　りi了さん

11'9
　困

1叩)卜12:0り
舅如t-等と玖同参加社会へ

･ |吹米に見る?i性･ ix.性像

・これからの朴.会と家庭・家収

・女性の進出

　－女はtわる･男が変わる･廿会がtわる

同志朴汝(決学講師

ンュヘす.マン･人島清美さえ

II･17
　附

10沁卜12:閣
系口拉人女陣期学部

教授光仁降夫さん

11ﾌﾞ21
　(■≪

1卯)0～12:00
華泊知期人学助教t-i

孝僑郎rさん

シルバー人材センター

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
課

（
内
線
4
7
8
）

秋だ
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元年度
後期　　消費生活講座を開講

消費生活講座の日程表

　
近
年
、
わ
た
し
た
ち
の
消
ｎ
生

活
か
取
り
玲
と
経
済
社
会
の
変
化

に
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
・
フ
し
た
中
で
、
毎
日
の
生
活

の
身
近
な
問
。
題
点
を
正
し
ぐ
と
ら

え
、
明
日
の
暮
ら
し
に
必
要
な
知

款
と
実
践
方
法
か
身
に
付
け
る
た

め
、
消
費
生
活
講
座
を
聞
き
李
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お
り
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

　
１
４
時

文
斑
・
：
市
唇
図
屈
（
市
役
所

　
前
・
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
裏
）

☆
定
員
・
：
6
0
人
（
先
着
順
）

資
受
講
料
…
無
料

☆
申
し
込
み
・
：
自
治
振
興
課
（
内

　
線
３
８
５
）
へ
電
話
か
来
庁
で
。

　
な
お
、
当
日
は
保
育
（
２
歳
以

占
も
あ
り
水
子
。
申
し
込
み
時

川 nil 内　　　　盲 溝　師

１ IllD
　巾

C M り！･チンク

・コマたコマーｚャ'μ‘ら､ろ．

コヒーライタ･-

　今り慧さ/.

リ－
I" :;(!
　巾
じIかさI-い･if.のit困

人阪教ずぱ･y･r教;

　岸t-そ:･.さん

:4
Ill:tl

　lり

'＼孔ゥう･チしr

-1 乱と乱製品をみつめよう--

日乍孔業は議会

関内i･孔乳裂品消

費名･相.vi;相談li

４ n･２
　川
へ･Lシーライフ
　健i.is菅^.を人切に

関内丿(人丿教i･2

　他永11雄さん

－
ｊ
I1.'9
　巾

'7'閻・■I.ききること
花n人竿剛八i

　渚崎正脱さん

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
十
月
は
湿
気
が
少
な
い
た
め
、

衣
類
の
手
入
れ
か
ず
る
に
は
、

一
年
を
通
じ
て
胆
温
し
た
手

節
で
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
Ｉ
民
っ
た

衣
類
は
、
そ
の
ま
ま
し
ま
い
込

む
と
、
カ
ビ
や
虫
が
つ
き
や
す

い
も
の
で
す
。
必
ず
ボ
リ
袋
か

ら
出
し
、
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て

肌
を
通
し
、
湿
気
m
く
と
と

ち
に
、
汚
れ
が
十
分
落
ち
て
い

る
か
と
フ
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

し
み
が
残
っ
て
い
た
り
湿
っ
て

:.!

丹

ｔ

ぐ
’
一
一
Ｊ

　
　
ｙ
’
｀
‘
、

　
１
１
　
卜
生
活
の
各
分
野
の
問
題
点
　
　
　

　
を
わ
″
り
や
す
く
講
義
（
今
一

　
年
度
前
期
の
講
座
か
ら
）

に
申
し
出
を
。

（
自
治
振
興
課
）

お
知
ら
せ

　
寝
た
き
り
老
人

　
　
　
　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
…
1
0
月
1
5
日
間
、
午
後

１
時
半
１
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
内
容
…
簡
単
に
で
き

る
お
年
寄
り
向
け
の
お
昼
の
献
立

と
作
り
方
▼
講
師
・
：
宇
治
明
星
図

栄
養
士
▼
対
象
・
：
寝
た
き
り
老
人

国
民
年
金
の
納
付
は

　
　
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
公
共

料
金
と
同
様
に
、
口
座
振
替
の

取
り
扱
い
を
し
て
い
未
了
。
仕

事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
、
直
接
市
役
所
や
金
融
機
関

へ
出
向
い
て
納
付
で
き
な
い
人

は
、
便
利
で
確
実
な
こ
の
制
度

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
抱
え
る
家
族
な
ど
▼
参
加
費
…

無
料
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直
接

会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
高
齢
者

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３

３
３
）
へ
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
第
８
回

　
　
市
立
幼
稚
園
大
会

　
市
立
幼
稚
園
全
園
児
と
保
護
者

が
集
い
、
運
動
や
リ
ズ
ム
表
現
に

力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
7
日
㈹
、
午
前

９
時
半
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と

こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
・
陸
上
競
技
場
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅
講
習
会

　
宇
治
市
地
域
型
優
良
住
宅
（
Ｈ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅
）
促
進
啓
発
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
が
目
標
と
す
る

魅
力
あ
る
い
べ
つ
く
り
・
ま
ち
づ

落
と
し
て
か
ら
し
ホ
フ
よ
つ
に
　
を
よ
く
吸
収
し
て
ぐ
れ
ま
す
。

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ク
の
に
お
い
か
虫
が
嫌
う

　
湿
気
対
策
に
は
新
聞
紙
を
　
　

の
で
、
防
虫
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
鳶
ｌ
、
衣
類
を
し
ま
フ
と
き
　
　

た
ん
す
を
丸
ご
と
防
虫
加
エ

に
気
か
使
う
の
が
湿
気
と
防
虫
　
　
次
に
、
防
虫
剤
は
衣
類
を
し

大
切
な
湿
気
・
防
虫
対
策

　
　
服
の
手
入
れ
と
し
ま
い
方

い
た
り
す
る
と
、
ｙ
管
し
て
い

る
間
に
そ
の
部
分
に
ガ
ス
吸
沿

が
起
こ
り
、
｛
遊
色
の
原
囚
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
さ
な
い

で
ト
M
4
-
ｒ
ｖ
＼
.
ｗ
i
i
は
、
ほ
こ
り
を

対
策
で
す
。

　
巫
心
気
対
策
で
す
が
、
こ

れ
に
は
新
聞
紙
が
思
わ
ぬ
働
き

そ
し
て
く
れ
ま
す
。
た
ん
す
の

引
き
出
し
の
底
に
新
聞
紙
か
敷

い
て
お
く
だ
け
で
す
が
、
湿
気

ま
う
と
き
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
で
は
、
た
ん
す
敬
凡
ご
と

防
虫
加
工
す
る
方
法
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の

つ
ま
先
に
、
防
虫
剤
夕
干
個
は

　
申
し
込
み
は
金
融
機
関
（
郵

便
局
は
除
ぐ
）
へ
。
国
民
年
金
納

付
書
、
預
金
通
帳
、
金
融
機
関

へ
の
届
出
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
各
月
の
二
十
日
ま
で
に

金
融
機
関
に
依
頼
書
が
提
出
さ

れ
た
場
合
は
、
翌
月
か
ら
振
替

を
開
始
。
振
替
日
は
毎
月
二
十

く
り
を
通
め
て
い
く
た
め
、
関
係

業
界
や
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

そ
の
考
え
方
や
実
践
手
法
・
諸
制

度
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
0
日
廊
、
午
後

１
時
半
１
４
時
▼
と
こ
ろ
…
産
業

会
館
▼
内
容
・
：
○
講
演
ａ
「
新
し

い
す
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り
作
法
を

求
め
て
」
（
講
師
＝
㈱
現
代
計
画
研

究
所
所
長
・
藤
本
昌
也
さ
ん
）
ｏ
諸

制
度
の
説
明
▼
申
し
込
み
・
・
当
日

直
接
会
場
へ
▼
定
員
…
1
3
0
人
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…
住

宅
課
（
内
線
３
７
５
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

　
家
庭
用
は
か
り
の

　
　
　
　
　
　
無
料
検
査

　
家
庭
用
は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
）

の
精
度
確
認
無
料
検
査
を
実
施
。

ど
入
れ
、
ド
ラ
イ
ヤ
・
Ｉ
の
先
に

輪
ゴ
ム
で
取
ひ
付
け
ま
ず
。
そ

し
て
、
防
虫
加
工
し
た
い
た
ん

す
に
、
そ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
「
冷

風
」
に
し
た
状
態
で
入
れ
ま
す
。

十
分
刄
恚
と
、
た
ん
す
に
防

虫
剤
が
１
　
み
込
み
、
完
全
防
虫

加
工
さ
れ
毒
す
。
こ
こ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、

ド
ラ
イ
ヤ
・
Ｉ
の
風
か
必
ず
「
冷

風
」
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
衣
類
は
一
に
手
入
れ
、
二
に

保
存
で
す
。
ま
め
に
手
入
れ
を

し
、
大
切
に
い
つ
ま
で
も
着
た

い
も
の
で
す
　
（
自
治
振
興
課
）

みんなで支える国民年金

七
日
で
す
。
（
福
祉
年
金
課
）

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
3
0
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
産

業
会
館
▼
主
催
・
：
京
都
府
計
量
協

会
。
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
女
性
の
た
め
の
森
林
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
8
日
團
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

（
現
地
見
学
会
）
宇
治
市
市
有
林
、

大
東
土
地
所
有
林
、
天
ヶ
瀬
森
林

公
園
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
宇
治
地
方
振
興
局
農
林
課

林
務
係
（
酋
a
3
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
洛
南
共
同
作
業
所
ま
っ
り

　
▼
と
き
・
：
ｍ
…
一
月
1
5
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
洛

南
共
同
作
業
所
（
木
幡
南
端
・
豊

⑩
5
0
8
8
）
▼
内
容
・
・
・
バ
ザ
ｉ
‐
‐
・
、

特
売
・
飲
食
・
子
戸
も
・
グ
リ
ー

ン
・
展
示
の
各
コ
ー
ナ
ー
▼
主
催

印鑑登録と　　　　　
　証明書申請手続き
ご注意ください

　
〈
印
鑑
登
録
で
き
る
人
〉

　
市
内
に
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳

以
上
の
人
で
、
一
人
一
個
登

録
す
る
こ
と
が
で
量
子
。

・
：
洛
南
共
同
作
業
所
運
営
委
員
会
、

同
後
援
会
、
同
親
和
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
　
　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
、
楽
し
ぐ
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
〈
本
人
が
登
録
申
硝
を
〉

　
登
録
申
請
は
本
人
が
手
続
き
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
代

理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
本
人

が
自
署
・
押
印
し
た
委
任
状
（
左

下
の
見
本
参
照
）
が
必
要
で
す
。
親

子
・
夫
婦
で
あ
っ
て
も
、
本
人
以

外
は
す
べ
て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
〈
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
〉

　
登
録
申
請
の
確
認
か
行
い
ま
す
。

　
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請
に
か

か
わ
ら
ず
、
登
録
申
請
の
確
認
の

た
め
、
申
請
者
本
人
の
自
宅
あ
て

に
照
疸
刄
逞
付
１
　
蚤
す
の
で
、

一
ヵ
月
以
内
に
回
答
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
回
答
書
を
持
参
さ

れ
た
時
に
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

　
〈
登
録
申
請
手
続
き
が

　
　
　
　
　
即
日
完
了
す
る
場
合
〉

　
本
人
が
登
録
申
請
に
来
庁
さ
れ
、

次
の
場
合
に
限
り
、
登
録
申
請
手

続
き
は
即
日
完
了
し
ま
す
。

　
①
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・
資

格
証
明
書
夕
提
示
さ
れ
た
と
き
。

　
②
保
証
人
が
、
申
請
者
が
本

　
▼
と
亭
：
1
0
月
2
1
日
出
、
午
後

２
時
と
６
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
栞
堡
昌
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
・
：

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
千

円
（
要
顔
写
真
）
▼
申
し
込
み
…
1
0

月
1
5
日
間
、
午
前
９
時
か
ら
直
接

黄
柴
体
育
館
（
豊
⑩
ｔ
０
０
１
）

へ
。
　
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

人
に
相
違
な
い
こ
と
を
保
証
し
た

と
き
。
保
証
人
は
自
分
の
実
印
を

持
っ
て
（
市
外
の
人
は
印
鑑
証
明

書
一
通
も
必
要
）
、
申
請
者
と
一
緒

に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
保
証
書

に
署
名
し
、
実
印
を
押
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
〈
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
印
鑑

登
録
証
（
登
録
カ
ー
ド
）
を
お
渡
し

し
ま
す
〉

　
転
出
・
死
亡
な
ど
で
登
録
を
抹

消
さ
れ
た
場
合
は
、
‘
必
ず
登
録
カ

ー
ド
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
タ
紛
失
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
登
録
者
本
人
が
届
け
出
Ｖ
-
V

だ
さ
い
。
代
理
人
に
依
頼
す
る
と

き
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
登
録

委任状様式見本

委　任　状

時
と
同
様
に
、
本
人
の
意
思
匯
認

の
た
め
、
照
会
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
〈
印
鑑
登
録
証
明
書
申
請
に
は

　
　
　
　
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
〉

　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と

き
は
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録
カ
ー

ド
）
か
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
カ

ー
ド
か
息
れ
た
り
紛
失
し
た
場
合

は
、
証
明
書
は
発
行
で
呈
笹
ん
。

　
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、

カ
ー
ド
タ
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
交
付
申
請
書
記
入
の
際
に

代
理
人
が
、
申
請
者
の
住
所
や
生

年
月
日
を
正
確
に
記
入
し
て
い
な

い
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
は
で
呈
安
ん
。
（
市
民
課
）

代理人　住所○○○○○○○○

　　　　氏名○○○○

　　　　生年月日

　上記の者に、印鑑ひ鉉巾

請に閔する権以を安任しま

す、

宇if;

占艮殿平成年II

卜

委任者住所○○○○○○○○

　　　　　氏名○○○○

t年II 卜こ年■ 'jlに11

宇
治
茶
ま
つ
り

　
に
ぎ
わ
う
　

'川紙は使せλなどをIt |11Lてくたお

1
0
月
１
日
宇
治
川
中
の
島
・
興
聖
寺
で

　
秋
晴
れ
に
恵
次
れ
た
十
月
一

日
、
宇
治
茶
ま
つ
り
が
開
催
。

　
宇
治
僑
か
ら
ぐ
み
上
げ
ら
れ

た
宇
治
川
の
名
水
が
興
聖
寺
へ

運
ば
れ
、
式
典
は
厳
か
に
終
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
治
川
中

の
島
で
は
、
各
種
即
売
会
の
ほ

か
、
野
だ
て
席
や
お
茶
飲
み
コ

ン
ク
ー
ル
も
開
か
れ
、
「
茶
の
ま

ち
宇
治
」
の
ま
つ
り
を
楽
し
む

人
た
ち
で
に
ざ
Ｄ
い
ま
し
た
。

４
わ
か
っ
た
／
お
茶
飲
み
ゴ
ン
グ

　
ー
ル
に
楽
し
く
チ
″
レ
ン
ジ

▲宇治橋三の間からくみ上げ

　られる宇治川の名水

1035

lO月は都市緑化月

間緑豊かなまちづくり(宇治市テーマ)

　
十
月
は
都
市
緑
化
月
間
。
全

国
で
「
都
市
に
緑
と
公
園
を
」

か
統
一
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
元
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
都
市
の
緑
化
、

都
市
公
園
・
街
路
樹
な
ど
の
整

備
保
全
か
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
よ
る
緑
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
次
の
啓
発

活
動
な
ど
か
好
い
未
了
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
0
月
1
5

日
㈲
、
太
陽
が
丘
・
遊
び
の
森

　
○
内
容
…
「
緑
化
ま
つ
り
」
＝

種
子
・
苗
木
・
パ
ン
フ
レ
″
ト
・

風
船
の
無
料
配
布
、
植
木
・
草

花
の
展
示
即
売
、
緑
の
相
談
所

の
開
設
。
　
（
都
市
計
画
課
）

全
国
統
一
テ
ー
マ
　
都
市
に
緑
と
公
園
を

たしかな明日の暮らしをめざして
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－ふるさとの風景－宇治の古絵図
歴史資料館

開館5周年記念特別展

宇
治
郷
総
絵
図
な
ど

☆10月21日(土)～1月26日(日)

　　月曜日･祝日は休館
　　(ただし、11月３日文化の日は開館)

☆午前9時～午後５時

☆大人200円・小中学生60円

　(20人以上は団体割引あり)

約
6
0
点
を
展
示

☆展示図録800円

　
の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
背
景
に
、

府
下
第
二
の
都
市
に
成
長
し
た
宇

治
市
。
ふ
る
さ
と
宇
治
の
歩
み
を

　
「
絵
図
」
と
「
地
図
」
の
世
界
に

た
ず
ね
ま
す
。
重
要
文
化
財
・
市

指
定
文
化
財
な
ど
約
六
十
点
を
展

示
。
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
を
江
戸
時

代
の
古
絵
図
に
よ
っ
て
網
羅
し
て

い
ま
す
。
二
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
「
絵
図
」
と
「
地
図
」

　
近
代
的
な
凹
墨
作
図
の
技
術

を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
時
代
に

も
、
数
多
く
の
図
㈲
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
現
在
の
「
地

図
」
に
対
し
て
「
絵
図
」
と
呼
ば

れ
、
古
文
書
と
同
じ
く
、
歴
史
を

知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
宇
治
巾
域
に
関
係
す
る
も
の
は

比
咬
的
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
な

か
で
も
昨
年
度
、
市
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
「
宇
治
郷
総
絵
図
」

　
（
歴
史
資
料
館
蔵
）
は
、
そ
の
大

き
さ
、
美
し
さ
、
そ
し
て
内
容
も

充
実
し
て
お
り
、
今
回
、
最
も
注

目
さ
れ
る
㈲
示
品
と
い
え
る
で
し

　
ム
ラ
と
マ
チ
の
風
景

　
展
示
さ
れ
た
絵
㈲
は
、
多
く
の

こ
と
か
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
笠
取
の
山

あ
い
に
家
が
散
在
す
る
様
子
、
平

野
部
で
は
、
村
と
村
を
つ
な
ぐ
街

道
に
㈲
し
て
家
並
み
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
「
宇
治
郷
総
絵

図
」
は
、
新
町
通
り
や
本
町
通
り

の
町
並
み
を
詳
細
に
伝
え
て
、
人

び
と
の
蔡
に
・
し
ぶ
り
が
臣
の
あ
た

り
に
シ
か
が
え
ま
す
。

　
耕
地
の
広
が
り

　
宇
治
川
が
、
宇
治
の
歴
史
的
累

観
を
大
浙
Ｉ
特
角
っ
け
て
い
る
こ

と
は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り

妻
冷
‥
七
図
の
々
か
で
も
、
宇

治
川
や
巨
昿
池
な
ど
か
表
す
水
色

が
際
立
っ
て
見
え
ま
す
。
五
ヶ
庄

や
似
島
を
け
じ
め
、
川
畔
や
岸
辺

の
近
ぐ
に
広
が
る
び
然
と
し
た
水

田
地
帯
は
、
律
令
時
代
以
来
の
良

田
か
伝
え
、
ま
な
1
1
陵
部
に
は
、

優
良
な
茶
樹
を
は
ぐ
ぐ
ん
だ
田
畑

の
分
布
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
水
辺
の
民

　
「
古
絵
図
」
に
は
、
大
池
と
呼

ば
れ
た
巨
椋
池
の
輪
郭
が
く
っ
き

ぐって、漁民と農民が

合った。

ﾐa--･-a---------------･--

お互いの権利を主張

▲「西笠取村絵図」（タテ54.4×ヨコ70.5c・）

　　山あいの村、西笠取の景観がいきいきと描かれている。

り
と
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

か
ら
約
五
十
年
前
に
干
拓
さ
れ
、

そ
の
姿
と
生
業
を
大
き
く
変
化
さ

せ
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
遠
浅
な

水
㈲
の
岸
近
ぐ
に
汗
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
洵
一
師
と
農
民
が
互

い
の
権
利
を
主
張
し
て
ゆ
す
ら
な

か
っ
た
争
い
か
記
録
し
た
絵
㈲
も

あ
り
、
水
辺
の
恵
み
の
豊
か
さ
と
、

そ
れ
に
働
書
か
け
た
人
び
と
の
姿

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
発
見

　
今
回
、
開
館
五
岡
年
を
記
念
し

て
企
画
し
た
厦
覧
会
は
、
「
占
絵

図
」
に
よ
っ
て
雨
内
の
ほ
ば
全
域

か
一
一
網
羅
し
、
か
っ
て
の
宇
治
の
姿

を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
長
い
歴
史
を
刻
み
込
ん
だ
公
統

的
景
観
を
「
絵
㈲
」
と
「
地
図
」

を
Ｉ
通
し
か
え
り
み
て
、
明
日
の
新

し
い
「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
の
程

を
得
ぶ
っ
と
い
う
の
が
、
本
展
の

吊
大
の
ね
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴史資料館
折居台１丁目１
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文
化
財
絵
は
が
き

発
売
中

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
れ
な
「
絵
は
が
き
」

を
発
売
し
て
い
ま
す
。
宇
治
の

:
'
４
統
的
な
以
観
、
美
巾
工
公
、

辿
造
物
、
考
古
遺
物
、
民
俗
行

小
の
申
か
ら
八
山
一
か
這
び
、
図

版
の
簡
単
な
解
説
も
付
け
て
い

ま
す
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
味
わ

い
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
歴
史
資
料
館
の
窓
口
か
敦
育

委
員
七
お
求
め
く
だ
さ
い
。

①
宇
治
川
の
谷
口
に
広
が
る
巾

　
街
（
航
空
ぢ
八
）

②
宇
お
儒
三
ノ
問

③
宇
治
二
子
山
占
墳
出
土
品

　
　
（
巾
指
定
文
化
財
）

恚
七
道
爪
上
り
瓦
奈
跡
出
土
‥
０
０

　
　
（
巾
指
定
文
化
財
）

特別展記念講演

10月22日(日)午後２時～４時半　　

文化センター小ホｰル

⑤
橋
寺
不
動
明
土
立
像
（
重
要

　
文
化
財
）

⑥
五
ヶ
庄
許
波
多
神
社
神
像

　
　
（
府
指
定
文
化
財
）

⑦
宇
治
神
社
本
殿
内
部
（
国
婁

⑧
大
幣
神
事

卜
『
宇
治
橋
一
二
の
間
』
の
は
が
き

｢宇治をめぐる古道の変遷｣

　講師…足利健亮り(京都大学教授)

｢古絵図にみる宇治の景観｣

　講師…礒永和貴(歴史資料館嘱託員)
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･価格350円
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